
       「ヤコブの死」                2021 年 08 月 18 日 

ヤコブは息子たちに命じ終えると、足を寝台に収め、息絶えて、先祖の列に加えられた。

(創世記 49 章 33 節) ヨセフは父に取りすがって泣き、口づけをした。(創世記 50 章 1 節) 

 

ヤコブは、死の床で息子たちに祝福の言葉を語った。そして、息子たちに命じた。「私は

間もなく先祖の列に加えられる。その時は、私をヘト人エフロンの地にある洞窟に、先祖

と共に葬ってほしい。それはカナンの地にあり、マムレの向かいにあるマクペラの畑地の

洞窟で、アブラハムがヘト人エフロンから墓地として所有するために買った畑地である。

そこには、アブラハムと妻サラが葬られている。またイサクと妻リベカもそこに葬られて

いる。そこに私はレアを葬った。畑地とそこにある洞窟は、ヘトの人々から買い取られた

ものである。」祖父アブラハム夫妻、父イサク夫妻、そして、ヤコブの妻レアは、マクペラ

の洞窟に葬られていたが、ヤコブが愛した妻ラケルは、エフラタの道の傍に葬り、先祖の

墓に入れることができなかった。ヤコブは、そのことを悔やんでいただろう。ヤコブは、

自分の亡骸は、先祖の墓に納めるように、繰り返し命じている。先祖と繋がることが、彼

の篤い願いであったからである。命じ終えると、足を寝台に収め、息絶えて、先祖の列に

加えられた。「ヨセフは父に取りすがって泣き、口づけをした。」ヨセフは、父の愛妻ラケ

ルがようやく産んだ子どもで、他の兄弟とは違って、溺愛された。また、20 年間、会えな

かった父に会うことができた。ヨセフにとって、父の死は心をえぐられる悲しみであった。 

ヤコブから、イスラエル 12 部族が生まれた訳で、創世記はヤコブ物語を書くために、編

纂されたという人がいるほど、ヤコブは重要な人物である。祖父アブラハムは神の真実を

求め続けた求道者であった。彼は、独り子イサクを得て、神の真実を知らされ、神への信

従を全うした。父イサクは、アブラハムのゆえに、恵みに恵みを加えられ、神と共に歩む

温和な生涯を全うした。ヤコブが生きた 147 年は、神の祝福を求める生涯であった。兄エ

サウが継ぐべき「長子の権利」を、腹をすかせたエサウからレンズ豆の煮物と引き換えに

して、買い取った。また、母リベカと共謀し、父イサクを騙し、「祝福」を奪い取った。彼

は、神の祝福を得ることに徹底的に拘っている。神の祝福は、父の財産などという目に見

えるものではなく、神の支え、導きという見えないものであった。ヤコブは、これを求め

続けたのである。その渇望には、自分のねじれた心、罪の実態を知らされ、神の祝福なし

には生きられないという自己認識があったからではないか。罪を知る者は赦しなしには立

てない。彼の人生も騙し、騙される苦労の連続であったが、事ある毎に、祭壇を築き主の

名を呼んでいる。この信仰は、神に赦されて生きる祝福を求めての叫びであった。圧巻は、

「ヤボクの渡し」の祈りである。彼は一晩中、神と祈りの格闘をした。神はヤコブのあま

りの執拗さに根負けされた。神が負けてくださったのである。神は負けることによって、

人を立てる。これが、聖書を貫いているメッセージではないか。新約聖書は、主イエスが

負けて、十字架で命を献げることによって、罪を赦し、神からの是認を実現してくださっ

た。主イエスの敗北に、「然り」が宣言され、これこそが、私たちの救いである。ヤコブは

神の祝福を求め、これを得て、生き抜いた信仰の勇者であった。 

ヨセフは医者に命じ、父の亡骸を、40 日費やして、ミイラにした。喪の期間と、遺体を

カナンの墓に運ぶためには、ミイラにする必要があった。エジプト人は 70 日間、泣いて喪

に服したというから、ヨセフへの信頼がいかに大きかったかが、よく分かる。 


